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研究成果概要 
光軸の厳密な確認の上、予定されていたすべての Mid-size Baffle をインストールし、

MICH エリアの散乱光対策を完了した。さらに、主に IFI, IMM, OMC, OMM 真空タン

ク内光学系で発生する迷光、散乱光対策も完了した。 
 

 

図：IMC、MICH エリアに設置された Mid-size Baffle 
 



 
図：IFI、IMM エリアに設置された迷光、散乱光対策光学部品 

 

 
図：OMC エリアに設置された迷光、散乱光対策光学部品 

 
整理番号  

 
G13


